
がまごおりデジタル健康プラットフォーム
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「がまごおりデジタル健康プラットフォーム」 から 「ウェルビーイング」 実感へ

〜 複数分野の連携と統合的なサービスを実現する 

「健康関連ひとつなぎデータ」 の活用 〜

【がまっと！に関するお問合せ】
蒲郡市民病院 デジタル医療推進室
電話 66‐2200（代表）
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がまごおりデジタル健康プラットフォーム （がまっと！） について

1. 事業の3つの柱

①病院や診療所、介護施設、行政が所有する
医療介護等の情報（EHR)の共有

②スマートフォン等で管理されている体重や
日々のバイタル、健診結果など個人の健康
に関する情報（PHR)の共有

③EHRとPHRを「ひとつなぎ」とするデータ
連携基盤を構築。
蒲郡市がデータの所有者となりデータ活用
の施策展開により地域課題へ対応

２. 国のデジタル田園都市構想交付金で実施

・特定分野リード型（type2）として採択
→ 医療・健康・子育てといった特定テーマ

 を深堀りしつつ、他分野との相乗効果
 を追求することが期待されている

【背景】 超高齢化社会＋地域医療福祉連携強化
→ 人材不足への対応と安心な街づくり

 医療と介護福祉・保健の一体化と
 DXによる効率化や多職種連携の強化が必要

【事業目標】 住むだけで健康になる街の実現
 （ウェルビーイングなまちづくり）
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【参画施設の状況】

令和8年8月1日現在
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調剤薬局

老人保健施設

特別養護老人ホーム

行政（健康推進課）

合　計

訪問看護ステーション

訪問リハビリテーション

通所型介護サービス（デイサービス）

地域包括支援センター

通所リハビリテーション（デイケア）

ショートスティ

グループホーム

居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

歯科医療施設

区　分

医療施設

施 設 数

36
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本人のQR提示で
連携開始

マイナンバーカード・
がまっと！カード

連携

フェースシート、バイタル等

患者情報、診療記録、処方歴、
検査結果、放射線画像等

レセプトデータ、文書・画像
ファイル等 （手動アップロード）

調剤実績 （レセプト）

自治体健診結果、予防接種歴
保健指導歴

健診結果、検査結果

患者情報、診療記録、処方歴、
検査結果、バイタル、健診結果等

文書・画像ファイル等
（手動アップロード）

EHR： MINET （がまっと！メインシステム）

市民病院EHR+市民病院DICOM画像 EHR連携DICOM画像

病院・診療所
（データ連携）

介護事業所
（データ連携）

病院・診療所
（データ非連携）

介護事業所、
訪問看護事業所

（データ非連携）

患者情報（病歴、アレルギー、禁忌等）の参照・直接入力

診療記録（SOAP、サマリ、看護記録等）の参照

処方・注射歴、調剤歴、検査結果の時系列参照

バイタルデータの時系列参照・直接入力

健診結果報告書の参照

文書・画像ファイル参照・アップロード （紙媒体の画像共有）

ケア記録・フェースシート・アセスメントの参照・直接入力

連携アプリケーションの起動 （PHR、市民病院EHR等）

EHR参加者間のメール・グループチャット機能 …等

調剤薬局
（データ連携）

医師会

市役所

バイタル、アクティビティ等

診療・調剤歴
特定健診結果
予防接種歴

がまごおりデジタル健康プラットフォーム 「がまっと！」  サービス・データ連携イメージ

市民病院

PHR： ヘルスケアパスポート
（市民・患者用）

ヘルスケア関連アプリ、ヘルスケアデバイス

マイナンバーカード
＋マイナポータル

健康・医療記録の自己入力

健診・医療情報の参照
（EHRからの情報提供内容）

マイナポータル情報取得・
参照

お知らせ受信、アンケート
回答入力

家族間共有・代理入力

Appleヘルスケア・Google
ヘルスコネクトとの連携
（スマートフォン内ヘルスケア
データをPHR・EHRに伝達）

Apple
ヘルスケア

or
Google

ヘルスコネクト

PHR： ヘルスケアパスポート
（EHR利用者用）

自己健康記録・問診入力内容の参照

マイナポータル情報取得内容の参照

お知らせ発信、アンケート回答内容の参照

市民病院のカルテ・レポート・画像の参照
市民病院以外の医療機関
＋医師会健診画像の参照

ウェアラブルデバイス・家庭用医療機器のデータ
や、各種アプリのデータをスマートフォンに集約
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蒲郡市民病院：電子カルテ連携
患者氏名の横に「がまっと！」参加状況を表示
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電子カルテ上に表示された加入状況マーク から、
「がまっと！」にSSO連携
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電子カルテと相乗り(Webブラウザ）
参加施設(医療機関・調剤薬局・介護施設）と情報連携
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【がまっと！で共有される市民病院の情報】
「 CTC-EHR+ 」の情報も展開

市民病院の膨大な医療情報

最短15分
リアルタイムに共有

がまごおりデジタル健康プラットフォーム 「がまっと！」  サービス・データ連携イメージ



がまごおりデジタル健康プラットフォーム 「がまっと！」  安心して懸鼓情報が共有されるしくみ

【がまっと！ 健康に関する情報利用】 個人情報の取扱い 同意は２段階

参画施設（医療機関や薬局）の受診時に、がまっと！カードを提示された施設においてのみ、
健康に関する情報の参照が許可される仕組みです。

①がまっと！参加同意（がまっと！カード作成）… 事業への参加、個人情報の取扱いに関する包括的な同意

②がまっと！カード提示 …本人意思により参画施設への提示。提示した参画施設のみ、自己の健康情報の参照を許可
※がまっと！カードを提示で、健康情報の参照が許可されるのは100日間です

同意
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がまっと！での情報閲覧の状況は、
参画施設、登録職員（ユーザーID)の

利用ログを常に監視しています

カード忘れ時
口頭同意で
参照許可

ｶｰﾄﾞ提示
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【がまっと！】

    本人同意のもと 「リアルタイム」 に
直近の検査結果や診療記録を参照
症状変化や処方歴を適格に把握、
必要な検査を速やかに実施

＆
 患者さん、医師ともに 「初めまして」
 家族でも、病気や薬のことは、よく知らない・・・

→ 持病や飲んでいる薬、最近の状況を
伝えることも、把握することも難しい

スマホアプリ 【ヘルスケアパスポート】 を使って
日々の血圧や服薬の状況を「がまっと！」に共有

【休日急病診療所】

【救急外来】

？
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ちゃんと伝えられる

よくわかる 見守れて安心

スマホで健康情報を管理

わたしの 「健康トリセツ」

介護施設

（日々の健康情報を貯金）

【見守り機能】でつながる

健康情報を離れて暮らす

家族に共有
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マイナポータルとの違い

【データ出力施設】
・リアルタイム性
・情報の粒度
・マイナポータルにはない情報も共有
・閲覧可能期間（令和5年分以降～）

【データ出力していない施設でも】
・情報の追記・共有が可能（運用ルール要調整）
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